
2019 年 9 月 28 日（土） 
第 6 回 名古屋 YMCA 大会 

みつかる・つながる・よくなっていく 
 

基調講演 

『犬と共に元気になる ～介助犬と動物介在療法～ 』 
 

（副）日本介助犬協会 介助犬総合訓練センター シンシアの丘 

                        センター⾧ 水上言氏 

介助犬の役割や障がい者の自立支援について、PR 犬による実演を通して
学びます。また、日本介助犬協会が取り組む動物介在療法（AAT）や動
物介在活動（AAA）についても紹介いただきます。 
 
介助犬とは、手や足に障がいのある方の手助けをするために特別な訓練を積んだ犬の
ことです。肢体不自由の方の手足となり、日常生活における動作の補助をします。ま
た、介助作業を行うという役割の他、障がいのある方の精神的な支えにもなります。介
助犬と暮らすことによって、一人で外出することへの不安が軽減されたり、家族が安心し
て外出できるようになったり、近所の人との会話が増えたり、などの 2 次的な効果もあ
り、介助犬を通して障がいのある方と社会とのつながりを深めることが期待されます。 

            名古屋 YMCA 大会は、名古屋 YMCA 会則に基づき             

          会員の交流と研鑽を目的として 1 年 1 回開催いたします。 

 スケジュール 
12:30 受付 
13:00 礼拝、表彰 
14:00 活動報告 
14:20 基調講演 
15:30 交流会 
16:30 終了 
※交流会ご参加の方は、参加費

1,000 円が必要です。 

 

会場 ルブラ王山 
       2F 白帝の間 

 

参加対象 
YMCA に関わるすべての方 

 

申込方法 

裏面申込書の提出、または 

YMCA まで直接ご連絡ください。   

 
公益財団法人 

名古屋 YMCA 
 

〒464-0848 名古屋市 

千種区春岡 1-2-7 

https://nagoyaymca.org 

✉info@nagoyaymca.org 

☎（052）757-3331 
 

 

YYY フォーラム協働開催 



 

公益財団法人 名古屋 YMCA     〒464-0848 名古屋市千種区春岡 1-2-7    
TEL 052-757-3331  FAX 052-757-3332 

 申 込 用 紙  

第 6 回 名古屋ＹＭＣＡ大会  
フリガナ  年齢層をご選択ください 

氏  名 

 □未就園児 □幼児   □小学生  □中高生 
□10 歳代 □20 歳代 □30 歳代 □40 歳代  
□50 歳代 □60 歳代 □70 歳代 □80 歳代以上 

所  属 
□ワイズメン・メネット・コメット   □リーダー   □維持会員   □YMCA メンバー・参加会員 
□理事・評議員  □YMCA 講師・非常勤  □ＹＭＣＡ職員  □その他（           ） 

連 絡 先 
住所・電話・メール等 

 

出  席 □すべて参加     □一部参加（ □礼拝・表彰  □礼拝・表彰・活動報告  □交流会のみ ） 

  ＦＡＸ:052-757-3332                       締切:９月 21 日（土）                         
                                        
 
 
 
 
 

YYY フォーラムは、YMCA とユースリーダーとワイズメンズクラブが協働して開催するプログラムです。 
テーマに関心を持たれた方、興味のある方ならどなたでもご参加いただけます。 
ワイズメンズクラブは、国際協力等の奉仕活動を行うとともに、YMCA の事業を積極的にサポートしています。 
リーダー育成、YMCA プログラムへの支援等も行っています。 

  協力:名古屋ワイズメンズクラブ、名古屋東海ワイズメンズクラブ、名古屋南山ワイズメンズクラブ、名古屋グランパスワイズメンズクラブ 

 
 
 
 

ルブラ王山（TEL:052-762-3151）  
〒464-0841 名古屋市千種区覚王山 8-8-18 

※地下鉄「池下駅」2 番出口より徒歩 3 分 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

＊社会福祉法人 日本介助犬協会＊ 

愛知県⾧久手市（介助犬総合訓練セ

ンター～シンシアの丘～）と神奈川県横

浜市（本部）に拠点を置き、介助犬の

育成、普及・啓発活動を行う。2009 年

に開所したシンシアの丘は、日本初唯一

の介助犬専門の訓練施設。「人にも動物

にもやさしく楽しい社会を目指して」をモット

ーとして、介助犬の育成だけでなく動物介

在活動や動物介在療法にも取り組む。 


